
応答トレーニング

日  程 2025年9月15日(月・祝) 15時～17時

お問い合わせは    川崎こころのケアセンター まで

川崎こころのケアセンター センター長  公認心理師・臨床心理士

稲富 正治（いなどみ まさはる）

ミューザ川崎 会議室 ２ / 参加費 2,000円会場/会費

講  師
秦野病院（精神科）、国立久里浜療養所（現国立久里浜医療センター）、

東洋大学学生相談室を経て、川崎幸クリニック心理相談室長。

2022年9月に川崎こころのケアセンターを開業。

「こころと身体のつながり」を大切に考え、カウンセリングだけではなく、

グループからのアプローチ、身体からのアプローチを考え、グループワーク、

ダンス、ヨガ、気功、座禅など様々なプログラムを行っている。

川崎こころのケアセンターまで、メール（もしくはお電話）でご連絡ください。

参加費のお支払方法につきましては、お申込みされた方に個別にご連絡します。

お申込みメールアドレス ： info@kawasaki-pcc.com

メールには、下記①～③をご記入の上、ご連絡ください。

①お名前、②ご所属、③希望の参加方法（現地参加もしくはリモート）

お申込み
方法

神奈川県川崎市川崎区小田栄1-3-12     TEL／FAX：044(767)0682

メールアドレス：info@kawasaki-pcc.com ホームページ：https://www.kawasaki-pcc.com/

リモートでの参加も受け付けますが、リモートの場合、Zoomのブレイクアウト

ルームでの検討になります。より多くの方の意見に触れるために、出来れば会場

での参加をお勧めします。また実際の事例を使用するため、今回はオンデマンド

配信はいたしません。

私たちは人と会話しているとき、「次に何と言おう」、「今の言葉に何と返そう」と、

一瞬悩んでしまうことがあります。そんな時は、意外と不必要なことを言ったり、

場にそぐわない話をしてしまったりすることも、少なくありません。

これが、対人援助の場面、例えば人の悩みの相談に乗っているときなどは、願わくば

不用意な言葉は使いたくないものです。

援助的な会話には「見立て」が必要です。アドバイスが必要なのか？ひたすら傾聴が

大事なのか？話をもっと詳しく掘り下げていく方が良いのか？など。

話を聴いて、理解して、気持ちに寄り添いながらも、援助者側の個人的な思いも無視

しないで、何が重要かを見立てて、言葉を発する。

恐らく私たちが普段行っている作業を確かなものにするために、「応答トレーニング」

は役立つものと思っています。実際にみんなの意見に触れ、勉強してみませんか。

応答トレーニング
対人援助のための
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